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２５ 
ここで、ａは「生物的個体」、〈臼／ａ〉〈Ｈ／ａ〉…は、それぞれたとえば「人間」「動物」「生命」…で、Ｈは
＊ 
「最普遍者Ⅱ基本述語」、凪は「環境」、隆は「場所」である。
＊なお、この図の「環境」臼は「有の場所」、「場所」圧は「絶対的無の場所」であるが、「場所」の一一一位相の議論からいえ
ば、両者の中間にはいわば「相対的無の場所」としての「対立的無の場所」が位置して、その媒介の機能を果たすはずで
この図の乱は「主体」、ａ、ａ、…は「働くもの（有るもの）」で特殊（種）、臼、Ｈ、…は「働くもの〈有るも
の）」で普遍（類）で、Ｈは「最普遍者（最高類概念こ、Ｈは「環境（有の場所）」を意味する。ｓ、Ｐは西田の術
語でいえば「働くもの」はすなわち有るものであるが、この有るものと有るものとの特殊・普遍関係を成立させる
場所が「有の場所」としての「環境」である。この図の跣の「主体」をたとえば「私」とし、〈Ｂ／ｇ〈Ｈ／ａ〉
…にそれぞれ「家庭」「社会」「世界」を当てはめてみれば、主体「私」劃は、「人間の世界」ではこうした階層秩
序の中におさまり、結局はそれらすべての「於てあるもの」が、「於てある場所」としての「興境」臼に「於てあ
このように見られた「環境」世界は、本論の冒頭で述べたように、「場所」が変成発展したものと解釈されるな
ら、それはさらにその枠組みを形成する「場所」のシステムの中に組み込まれることになる。それを図式化して、
「場所１環境」の総合構造（［図３］）とする。
る」ことになる。５ 
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2６ 
ある。しかし、本稿では「場所」と「環境」の関係が主題であるため、この図ではその点を省略し、「対立的無の場所」と
「絶対的無の場所」が広義の「場所」Ｂを構成し、両者がこの「場所」の階層構造をなすものとみなした。
この総合構造は、図式からみれば、要するに「場所」の構造宍図１】）、と「環境」の構造（【図２］）を重ね合わ
せただけのものであるが、このように透視図にすることによって「場所」と「環境」との関係がより明確になる。
すなわち、「場所」の究極あるいは本質が人間の知が成立する「無の場所」であるなら、「環境」は、人間が身体と
して存立するいわば「有の場所」ということができるということを検討してきたが、この透視図によってその関係
の眺望に焦点が定まってくる。人間は行為的主体としては精神フエシス）であり、その在処が「場所」として解
明された。他方、人間は客体的存在あるいは生物的個体としては身体フエマ）であり、その在処が「環境」とし
て探究された。一」の人間の精神と身体とを結びつける媒体としてはたらく究極の機能が高次の「場所」すなわち
「絶対無の場所」として措定されたのである。
西田の「ノエシス・ノエマ」論による人間の精神／身体二元論の克服の試みについてはすでに検討した（本稿２
節）が、このように図式化することによってその議論をさらに明確にすることができる。この究極の「場所」にお
いて「主客合一」が成立し、「自己が自己に於て自己を見る」（全集６、一一八九頁、全集７、八八頁、再掲、等）機能が
作用するなら、そこには〈自己言及性〉がはたらいていると解釈することができる。そうなら、結局、「絶対無の
場所」こそ〈自己言及性〉を機能させる場であることになる（文献（１）、「第三章西田哲学における〈自己言及性〉の
構造」）。極端にいえば、西田の言説はすべてそこに収散していくとみなすことができる。
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